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聖
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く
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吉
田
小
学
校
の
校
門
そ
ば
に
並
ぶ
石
塔

　

１
８
８
９
年
４
月
に
明
治
の
町

村
合
併
で
吉
田
村
が
誕
生
し
役
場

と
と
も
に
２
年
半
後
に
吉
田
小
学

校
も
開
校
、
村
の
中
心
と
な
り
ま

し
た
。

　

小
学
校
の
校
門
そ
ば
の
大
木
の

も
と
に
並
ぶ
数
基
の
石
造
物
か
ら

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

右
側
か
ら
庚
申
塔
（
文
字
塔
）、

聖
徳
太
子
塔
、
庚
申
塔
（
刻
像

塔
）
が
２
基
、
そ
し
て
馬
頭
観
音

塔
の
順
に
並
び
ま
す
。

　

最
も
古
い
も
の
は
、
１
６
８
０

年
に
立
て
ら
れ
た
庚
申
塔
で
、
こ

の
年
が
庚
申
に
あ
た
る
た
め
村
を

あ
げ
て
塔
を
立
て
ま
し
た
。

　

正
面
の
文
字
を
見
る
と
、「
下

総
国
千
田
庄
吉
田
村
」
と
あ
り
、

吉
田
地
域
が
１
２
０
０
年
代
以
降
、

千
葉
氏
の
支
配
し
た
千
田
庄
に
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま

す
。
市
内
に
残
る
庚
申
塔
は
、
こ

の
年
に
造
立
さ
れ
た
も
の
が
最
古

で
す
。

　

右
か
ら
３
番
目
も
庚
申
塔
で
、

１
７
４
０
年
の
庚
申
年
に
「
吉
田

村
」
全
体
で
立
て
、
右
端
の
１
８

６
０
年
の
塔
に
は
「
住
方
講
中
」

と
あ
り
ま
す
。
１
７
０
０
年
ご
ろ

か
ら
村
が
７
人
の
支
配
者
に
分
割

さ
れ
、
次
第
に
集
落
意
識
が
深

ま
っ
た
こ
と
を
こ
の
塔
が
示
し
て

い
ま
す
。

　

右
か
ら
２
番
目
に
立
つ
の
が
聖

徳
太
子
塔
で
す
。
正
面
に
「
聖
徳

太
子
」、
台
石
に
「
吉
田
村
太
子

講
中
」
と
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
太
子
講
中
と
は
大
工
、
左
官
、

畳
屋
、
鍛
冶
屋
な
ど
の
職
人
や
き

こ
り
、
木
挽
き
な
ど
の
仕
事
を
す

る
仲
間
の
こ
と
で
、
決
め
ら
れ
た

日
に
集
ま
り
、
賃
金
や
仕
事
の
取

り
決
め
な
ど
を
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

塔
が
立
て
ら
れ
た
の
が
１
７
８

８
年
で
、
当
時
の
村
び
と
の
中
に

こ
う
し
た
職
業
の
人
た
ち
が
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
市
内
で
確
認
さ
れ
た

「
聖
徳
太
子
塔
」
は
、
金
原
区
（
飯

高
地
区
）
に
あ
る
１
８
２
５
年
に

飯
高
村
な
ど
周
辺
10
か
村
の
職
人

た
ち
が
立
て
た
塔
と
吉
田
村
の
こ

の
２
基
だ
け
で
す
。

　

左
端
の
「
馬
頭
観
世
音
」
と
刻

ま
れ
た
文
字
塔
は
、
１
９
２
６

（
大
正
15
）
年
に
「
吉
田
組
運
送
」

が
立
て
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
は

軽
便
鉄
道
多
古
線
の
八
日
市
場
・

多
古
間
が
開
通
す
る
予
定
で
、
運

送
業
者
が
安
全
を
祈
念
し
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

近
く
に
熊
野
神
社
も
あ
り
、
３

３
０
年
ほ
ど
前
か
ら
こ
の
場
所
に

石
塔
を
立
て
た
こ
と
で
、
村
び
と

に
も
村
の
中
心
と
考
え
る
意
識
が

芽
生
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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推
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竹
秋
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明
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さ
に
あ
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仁
王
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子

お
ぼ
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野
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母
の
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若
潮
町　
　
　

石
毛　

浩
子

花
楓
千
年
か
も
す
屋
根
の
鴟
尾 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

老
の
畑
茄
子
苗
僅
か
五
本
程 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

濡
れ
煎
餅
下
げ
て
こ
っ
く
り
春
電
車 
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日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

椎
落
葉
わ
が
家
の
歴
史
見
上
げ
を
り 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

時
鳥
谺
に
明
け
る
山
の
宿 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

色
鳥
の
つ
つ
つ
と
走
り
ま
た
走
り 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

や
は
ら
か
き
孫
の
手
に
ぎ
り
磯
遊
び 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

田
越
し
や
か
え
る
の
両
眼
泥
に
出
づ 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

顔
見
知
り
長
話
し
て
あ
な
た
誰 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

カ
ー
ド
よ
り
顔
が
物
言
う
偉
い
人 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

苦
労
し
た
顔
が
笑
っ
て
バ
ス
の
旅 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

こ
こ
だ
け
の
話
は
耳
へ
顔
を
寄
せ 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

古
希
過
ぎ
て
母
に
似
て
来
た
顔
体 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

と
き
め
き
も
そ
こ
そ
こ
あ
り
て
古
希
迎
え 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

爽
や
か
に
頬
撫
で
て
行
く
初
夏
の
風 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

陽
焼
け
し
た
顔
勤
労
の
意
欲
燃
え 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子
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